
　
　
　

萬
葉
集
一
一
二
四
番
歌
「
小
驟
」
の
訓
み
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

 

 

大　

浜　

智　

代　
　

　

佐さ

ほ保
川か

わ

尓に　

小さ
を
ど
る驟

千ち
ど
り鳥　

夜よ
く

三た

更ち

而て　

尓な
が

音こ
ゑ

聞き
け
ば者　

宿い
ね

不か
て
な
く難

尓に

 

（
万
葉
集　

巻
七 

・ 

一
一
二
四
）

《
校
本
萬
葉
集
の
記
述
》

　
　
　
　
　
　
（
い
）　　
　
　
　
　
　
　
（
ろ
）　　
　
（
は
）

　

佐サ

ホ保
河カ

ハ

爾ニ　

小ア
ソ
フ驟

千チ
ト
リ
ノ鳥　

夜サ

ヨ三
更フ

ケ

而テ　

爾ソ
ノ
コ
ヱ
キ
ケ
ハ

音
聞
者　

宿イ
子

不ラ
レ
ナ
ク難

爾ニ

　
　

 

（
一
）　
（
二
）　
（
三
）　　
（
四
）　　
　

 

（
五
）

　
本
文  （
一
）
河
。
類
、神
、温
、矢
、京
、「
川
」。（
二
）
小
。
類
、神
、「
少
」。

（
三
）
鳥
。
神
、
コ
ノ
下
「
少
」
ア
リ
。（
四
）
三
。
類
、「
之
」。（
五
）

者
。
細
、
無
、
コ
ノ
下
「
諸
」
ア
リ
。

　

訓 

（
い
）
ア
ソ
フ
。
細
、
漢
字
ノ
左
ニ
「
サ
ハ
ク
」
ア
リ
。
京
、
漢
字
ノ

 

左
ニ
赭
「
サ
ワ
ク
」
ア
リ
。（
ろ
）
ソ
ノ
コ
ヱ
。
温
、「
ソ
ノ
コ
エ
」。

 
 （

は
）
イ
子
ラ
レ
ナ
ク
ニ
。
類
、「
い
の
ね
ら
な
く
に
」。「
の
」
以
下
ノ

右
ニ
朱
「
子
ラ
レ
ナ
ク
ニ
」
ア
リ
。

諸
説  

○
ア
ソ
フ
チ
ト
リ
ノ
。
代
初
、
書
入
、「
サ
ハ
ク
」
ト
モ
ス
。
略
、「
ア

ソ
フ
チ
ト
リ
」
ト
六
言
ニ
ス
。
古
、「
サ
ヲ
ド
ル
チ
ド
リ
」。
補
、「
ア

ソ
フ
チ
ド
リ
ノ
」
ヲ
可
ト
ス
。
○
サ
ヨ
フ
ケ
テ
。
代
初
、
書
入
、「
ヨ

フ
ケ
ツ
｀
」
カ
。
考
、「
ヨ
ク
ダ
チ
テ
」。
古
、「
ヨ
グ
タ
チ
テ
」
○
ソ

ノ
コ
ヱ
キ
ケ
ハ
。
代
精
、「
ナ
カ
コ
ヱ
キ
ケ
ハ
」ト
モ
ス
。
○
宿
不
難
爾
。

代
精
、「
難
」
ハ
「
寝
」
ノ
誤
ニ
テ
訓
「
イ
子
ラ
レ
ナ
ク
ニ
」
カ
ト
ス
。

童
、「
難
」
ハ
「
勝
」
ニ
作
ル
ヲ
可
ト
シ
訓
「
イ
子
ラ
レ
カ
テ
ニ
」
ト
ス
。

考
、「
イ
子
ガ
テ
ナ
ク
ニ
」

　
　
　

左
は
一
部
注
釈
書
の
記
述
で
あ
る
。

訓
釋 

佐
保
川
に
さ
を
ど
る
千
鳥
―
「
川
」
の
字
、
類
、
紀
、
陽
、
矢
、
京
の

他
、
卽
ち
西
、
細
と
版
本
と
に
は
「
河
」
と
あ
る
。「
小
驟
」
を
舊
訓
ア
ソ
フ

と
あ
り
、
細
に
漢
字
の
左
サ
ワ
ク
、
京
も
赭
で
サ
ワ
ク
と
あ
り
、
古
義
に
は

中
山
嚴
水
の
説
と
し
て
、「
サ
ヲ
ド
ル

8

8

8

8

と
訓
べ
き
に
や
、
サ
ヲ
ド
ル

8

8

8

8

は
雉キ

ゞ
シに

よ

み
て
、
千
鳥
に
は
例
な
け
れ
ど
、
し
か
よ
む
ま
じ
き
に
も
あ
ら
ず
、
漢
土
に
て

は
、
雀
躍
な
ど
い
へ
る
こ
と
も
有
を
や
、
字
書
に
、
小
シ

疾
ヲ

曰
レ

驟
ト

、
と
あ

れ
ば
、
躍
ノ

義
に
も
近
し
と
い
へ
り
」
と
あ
る
。「
驟
」
は
サ
ワ
ク
と
訓
む
例

が
（
二 
・ 
一
九
九
、三 

・ 

三
二
四
、九 

・ 

一
六
九
〇
、一
七
〇
四
な
ど
）
あ
り
、

「
驟サ

ワ
ク驂

舎ト
ネ
リ
ハ

人
者
」（
三 

・ 

四
七
八
）
の
如
き
も
あ
る
の
で
、
全
釋
は
「
小
」
の
字

と
熟
し
て
も
サ
ワ
グ
と
よ
む
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
定
本
に
は
サ
バ
シ
ル

と
訓
み
、
全
註
釋
に
「
こ
の
字
は
疾
速
を
い
ひ
、
馬
の
疾
歩
す
る
を
い
ふ
字
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で
あ
る
か
ら
、
今
サ
バ
シ
ル
と
讀
」
と
あ
る
が
、「
さ
ば
し
る
」
と
い
ふ
語
は

鮎
に
は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。（
三 

・ 

四
七
五
、五 

・ 

八
五
九
）
が
、
千
鳥
に
は

ど
う
で
あ
ら
う
。「
さ
を
ど
る
」
の
語
は
「
椙ス

ギ
ノ
ノ
ニ

野
尓　

左サ
ヲ
ド
ル
キ
ゞ
シ

乎
騰
流
雉　

灼イ
チ
ジ
ロ
ク然　

啼ネ
ニ
シ
モ
ナ
カ
ム

尓
之
毛
將
哭
」（
一
九 

・ 

四
一
四
八
）
と
あ
り
、
そ
れ
も
今
と
同
じ
く
作
者

が
眼
前
に
見
て
ゐ
る
の
で
な
く
、
作
者
家
持
が
こ
の
句
に
よ
つ
て
用
ゐ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
は
れ
、
河
原
に
小
さ
い
足
跡
を
つ
け
て
飛
び
廻
つ
て
ゐ
る
千
鳥

の
動
作
を
あ
ら
は
す
に
最
も
ふ
さ
は
し
い
言
葉
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

 

　
《
澤
瀉
久
孝　
『
萬
葉
集
注
釋
』》

◇ 

騒
け
る
―
鳴
き
な
が
ら
走
り
廻
る
。
原
文
「
小
驟
」
は
少
し
く
走
る

意
で
、
川
原
に
小
さ
い
足
跡
を
つ
け
て
は
飛
び
廻
る
千
鳥
の
習
性
を

写
し
た
用
字
。「
驟
」
は
集
中
サ
ワ
ク
に
あ
て
ら
れ
る
習
い
。（
２
・

一
九
九
、 

３ 

・ 

三
二
四
、四
七
八
、 

９ 

・ 

一
六
九
〇
な
ど
参
照
。「
杉
の
野
に

左サ

ヲ

ド

ル

乎
騰
流
雉き

ぎ
し」（

１
９ 

・ 

四
一
四
八
）
を
参
考
に
す
れ
ば
サ
ヲ
ド
ル
（『
古
義
』

所
引
中
山
嚴
水
説
）
の
訓
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
少
し
く

走
り
廻
る
の
意
を
取
っ
て
の
用
字
で
あ
り
、「
さ
」
に
「
小
」
を
あ
て
た
の

で
は
な
い
。 

《
伊
藤　

博
『
博
萬
葉
集
釋
注
』》

ま
ず
、「
小
」「
驟
」
に
関
わ
る
古
辞
書
の
記
述
を
挙
げ
る
。

佐　
　

子
賀
メ　

タ
ス
ク

　
　
　

/

ス
ケ　

禾
サ 

（
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄　

佛
上
二
七 

・ 

２
）

小　
　

弘
北
メ　

ス
ク
ナ
シ　

マ
レ
ナ
リ　

ス
コ
シ
ノ

　
　
　

ヲ
サ
ナ
シ　

チ
ヒ
サ
シ　

禾
セ
ウ 

（
同
右　

法
中
六
八 

・ 

８
）

驟　
　

谷
正　

士

メ　

ウ
ク
ツ
ク　

ウ
ツ
ク　

ウ
ツ
ク　

シ
ハ
〜

　
　
　
　
　
　

イ
ハ
ユ　

シ
ハ
ル　

イ
ヨ
〜　

禾
シ
ル　

 

（
同
右　

僧
中
一
〇
四 

・ 

６
）

　

当
該
歌
二
句
目
の
「
小
驟
」
の
部
分
を
、
本
稿
が
テ
キ
ス
ト
に
使
っ
た
西

本
願
寺
本
萬
葉
集
（
佐
竹
昭
弘
他
『
補
訂
版　

萬
葉
集
本
文
篇
』
塙
書
房

二
〇
〇
二
年
）
で
は
「
サ
ヲ
ド
ル
」
と
訓
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
校
本
萬
葉
集

の
記
述
に
は
「
ア
ソ
フ
」
と
あ
る
。

　

澤
瀉
久
孝
氏
の
『
萬
葉
集
注
釋
』
で
は
「
サ
ヲ
ド
ル
」
と
訓
ん
で
い
る
が
、

そ
の
中
で
先
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、「
古
義
に
は
中
山
嚴
水
の
説
と
し
て
、
サ

ヲ
ド
ル
と
訓
べ
き
に
や
、
サ
ヲ
ド
ル
は
雉キ

ゞ
シに

よ
み
て
、
千
鳥
に
は
例
な
け
れ
ど
、

し
か
よ
む
ま
じ
き
に
も
あ
ら
ず
…
」
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
「
小
驟
」
の
訓
み
、
ま
た
は
そ
の
部
分
の
表
現
の
「
小
驟
」

の
訓
み
に
つ
い
て
現
在
ま
で
様
々
な
諸
説
が
あ
っ
た
が
、
調
査
し
た
結
果
そ
の

ど
れ
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

　

以
下
に
当
該
「
小
驟
」
の
訓
み
か
と
さ
れ
て
き
た
例
を
一
部
挙
げ
、
そ
れ
ら

の
訓
み
が
ふ
さ
わ
し
く
な
さ
そ
う
に
思
え
る
根
拠
を
挙
げ
る
。

サ
ヲ
ド
ル
と
訓
ま
れ
て
い
る
例
（
当
該
歌
以
外
に
一
例
の
み
）

①
椙す

ぎ
の
の
に

野
尓　

左さ

を

ど

る

乎
騰
流
雉き

ぎ
し　

　

灼い
ち
し
ろ
く然　

啼ね
に
し
も
な
か
む

尓
之
毛
将
哭　

己こ

も

り

づ

ま

か

も

母
利
豆
麻
可
母

 

（
巻
一
九 

・ 

四
一
四
八
）

ア
ソ
フ
と
訓
ま
れ
て
い
る
例

②
鴨か

も
と
り
の

鳥
之　

遊あ
そ
ぶ

此こ
の

池い
け

尓に　

木こ
の
は
お
ち
て

葉
落
而　

浮
う
き
た
る
こ
こ
ろ

心　

吾わ
が
お
も
は
な
く
に

不
念
國

 

（
巻
四 

・ 

七
一
一
）

③ 

烏う

め

の

は

な

梅
能
波
奈　

佐さ
き
た
る
そ
の
の

岐
多
流
曽
能
　〻

阿あ

を

や

ぎ

を

遠
夜
疑
遠　

加か
づ
ら
に
し
つ
つ

豆
良
尓
志
都
〻
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阿あ

そ素
毗び

久く

ら

さ

な

良
佐
奈
（
巻
五 

・ 

八
二
五
）

④
波は

る

さ

ら

ば

流
佐
良
婆　

阿あ

は

む

と

も

ひ

し

波
武
等
母
比
之　

烏う

め

の

は

な

梅
能
波
奈　

家ふ

け

の

あ

そ

布
能
阿
素
毗び

尓に

　

阿あ

ひ

み

つ

る

か

も

比
美
都
流
可
母
（
巻
五 

・ 

八
三
五
）

⑤
宇う

め

の

は

な

梅
能
波
奈　

乎を
り
か
ざ
し
つ
つ

理
加
射
之
都
　〻

毛も

ろ

ひ

と

の

呂
比
登
能　

阿あ

そ

ぶ
蘇
夫
遠を

み

れ

ば

美
礼
婆

　

弥み

や

こ

し

ぞ

も

ふ

夜
古
之
叙
毛
布
（
巻
五 

・ 

八
四
三
）

⑥
春は

る
の
う
ち
の

裏
之　

樂た
の
し
き
を
へ
は

終
者　

梅う
め
の
は
な花　

手た
を
り
を
き
つ
つ

折
乎
伎
都
追
　〻

遊あ
そ
ぶ
に
あ
る

尓
可
レ

有べ
し

 

（
巻
一
九 

・ 

四
一
七
四
）

⑦ 

…
百も

も
し
き
の

礒
城
之　

大お
ほ
み
や
ひ
と
の

宮
人
乃　

退ま
か
り
で
て

出
而　

遊あ
そ
ぶ船ふ
ね

尓に

波は　

梶か
ぢ
さ
を
も

棹
毛　

無な
く
て
さ
ぶ
し
も

而
不
樂
毛

…
（
巻
三 

・ 

二
五
七
）

⑧
比ひ

と

ご

と

に

等
期
等
尓　

乎を
り
か
ざ
し
つ
つ

理
加
射
之
都
　〻

阿あ

そ

べ
蘇
倍
等ど

も母　

伊い

や

め

づ

ら

し

き

夜
米
豆
良
之
岐

　

烏う

め

の

は

な

か

も

梅
能
波
奈
加
母
（
巻
五 

・ 

八
二
八
）

⑨
烏う

め

の

は

な

梅
能
波
奈　

多た

を

り

か

ざ

し

て

乎
利
加
射
志
弖　

阿あ

そ

べ
蘇
倍
等ど

も母　

阿あ

き

だ

ら

ぬ

ひ

は

岐
太
良
奴
比
波

　

家け

ふ

に

し

あ

り

け

り

布
尓
志
阿
利
家
利
（
巻
五 

・ 

八
三
六
）

サ
ワ
ク
と
訓
ま
れ
て
い
る
例　
　
　

⑩
…
風か

ぜ
ふ
け
ば

吹
者　

白し
ら
な
み浪

左さ

わ

き
和
伎　

潮し
を
ふ
れ
ば

干
者　

玉た
ま
も
か
り
つ
つ

藻
苅
管　

神か
む
よ
よ
り

代
従
…

 

（
巻
六 
・ 
九
一
七
）

⑪
…
海う

み
か
た
づ
き
て

片
就
而　

玉た
ま
ひ
り
ふ拾　

濱は
ま
へ
を
ち
か
み

邊
乎
近
見　

朝あ
さ
は
ふ
る

羽
振　

浪な
み
の
お
と

之
聲 　さ

わ
き 

夕ゆ
ふ
な
ぎ
に

薙
丹

　
　

櫂か

ぢ

の

お

と

合
之
聲
所
レ

聆き
こ
ゆ…

（
巻
六 

・ 

一
〇
六
二
）

⑫
葦あ

し
た
づ
の

多
頭
乃　

颯さ
わ
く
い
り
え
の

入
江
乃　

白し
ら
す
げ
の

菅
乃　

知し
ら
せ
む
た
め
と

為
等　

乞
こ
ち
た
く
あ
る
か
も

痛
鴨

 

（
巻
十
一 

・ 

二
七
六
八
）

⑬ 

…
於お

き

へ

こ

ぎ

伎
敝
許
藝　

邊へ

に

こ

ぎ

み

れ

ば

尓
己
伎
見
礼
婆　

奈な

ぎ

さ

に

は

藝
左
尓
波　

安あ

ぢ

む

ら

遅
牟
良
佐さ

わ

き

和
伎

之し

ま

み

に

は

麻
未
尓
波　

許こ

ぬ

れ

は

な

さ

き

奴
礼
波
奈
左
吉
… 

（
巻
十
七 

・ 

三
九
九
一
）

⑭
…
木こ

の
く
れ
し
げ
に

暗
茂　

松ま
つ
か
ぜ
に

風
丹　

池い
け
な
み
た
ち

浪
飈　

邊へ
つ
へ
に
は

津
遍
者　

阿あ

ぢ遅
村む

ら

動さ
わ
き　

奥お
き
へ
に
は

遍
者

　

鴨か
も
つ
ま
よ
ば
ひ

妻
喚
…
（
巻
三 

・ 

二
六
〇
）

⑮
鴈か

り
が
ね
は

我
祢
波　

都つ

か

ひ

に

こ

む

と

可
比
尓
許
牟
等　

左さ

わ

く
和
久
良ら

む武　

秋あ
き
か
ぜ
さ
む
み

風
左
無
美

　

曽そ

の

か

は

の

べ

に

乃
可
波
能
倍
尓　
（
巻
十
七 

・ 

三
九
五
三
）

⑯ 

…
美み

な

と

に

は

奈
刀
尓
波　

之し

ら

な

み

た

か

み

良
奈
美
多
可
弥　

都つ

ま

よ

ぶ

と

麻
欲
夫
等　

須す

ど

り

は

騰
理
波
佐さ

わ

く
和
久　

安あ

し

か

る

と

之
可
流
等　

安あ

ま

の

を

ぶ

ね

は

麻
乃
乎
夫
祢
波　

伊い

り

え

こ

ぐ

里
延
許
具
… （
巻
十
七 

・ 

四
〇
〇
六
）

⑰
三み

よ
し
の
の

吉
野
乃　

象き
さ
や
ま
の
ま
の

山
際
乃　

木こ
ぬ
れ
に
は

末
尓
波　

幾こ
こ
だ
も

許
毛
散さ

わ

く
和
口　

鳥と
り
の
こ
ゑ
か
も

之
聲
可
聞

 

（
巻
六 

・ 

九
二
四
）

⑱
…
旦あ

さ
く
も
に

雲
二　

多た
づ
は
み
だ
れ

頭
羽
乱　

夕ゆ
ふ
ぎ
り
に

霧
丹　

河か
は
づ
は

津
者
驟さ

わ
く　

毎み
る

レ

見ご
と
に　

哭ね
の
み
し

耳
所
レ

泣な
か
ゆ

　

古い
に
し
へ
お
も
へ
ば

思
者
（
巻
三 

・ 

三
二
四
）

⑲
高た

か
し
ま
の

嶋
之　

阿あ
ど
か
は
な
み
は

渡
川
波
者　

驟さ
わ
け

鞆ど
も　

吾わ
れ
は
い
へ
お
も
ふ

者
家
思　

宿や
ど
り
か
な
し
み

加
奈
之
弥

 

（
巻
九 

・ 

一
六
九
〇
）

⑳
於お

き

へ

よ

り

伎
敝
欲
理　

之し

ほ

み

ち

く

ら

し

保
美
知
久
良
之　

可か

ら

の

う

ら

に

良
能
宇
良
尓　

安あ

さ

り

す

る

た

づ

佐
里
須
流
多
豆

　

奈な

き

て
伎
弖
佐さ

わ

き

ぬ

和
伎
奴
（
巻
十
五 

・ 

三
六
四
二
）

㉑
…
和わ

か

き

こ

ど

も

は

可
伎
兒
等
毛
波　

乎を

ち

こ

ち

に

知
許
知
尓　

佐さ

わ

き
和
吉
奈な

く

ら

む

久
良
牟　

多た

ま

ほ

こ

の

麻
保
己
能
…

 

（
巻
十
七 

・ 

三
九
六
二
）

シ
バ
ナ
ク
と
訓
ま
れ
て
い
る
例

㉒
御み

そ
の
ふ
の

苑
布
能　

竹た
け
の
は
や
し
に

林
尓　

鸎う
ぐ
ひ
す
は波　

之し

ば

な

き

波
奈
吉
尓に

し

を
之
乎　

雪ゆ
き
は
ふ
り
つ
つ

波
布
利
都
〻

 

（
巻
十
巻
九 

・ 

四
二
八
六
）

㉓
…
河か

は
の
せ
の

瀬
乃　

浄き
よ
き
を
み
れ
ば

乎
見
者　

上か
み
へ
に
は

邊
者　

千ち
ど
り鳥

數し
ば
な
く鳴　

下し
も
へ
に
は

邊
者　

河か
は
づ
つ
ま
よ
ぶ

津
都
麻
喚

　

百も
も
し
き
の

磯
城
乃
…
（
巻
六 

・ 

九
二
〇
）

㉔
…
夜や

ま

び

に

は

麻
備
尓
波　

佐さ

く

ら

ば

な

ち

り

久
良
婆
奈
知
利　

可か

ほ

と

り

の

保
等
利
能　

麻ま

な

く
奈
久
之し

ば

な

く

婆
奈
久

　

春は
る
の
の
に

野
尓
…
（
巻
十
七 

・ 

三
九
七
三
）

㉕
…
御み

か
さ
の
や
ま
に

笠
乃
山
尓　

朝あ
さ
さ
ら不

レ

離ず　

雲く
も
ゐ
た
な
び
き

居
多
奈
引　

容か
ほ
と
り
の

鳥
能　

間ま
な
く無

數し
ば
な
く鳴

　

雲く
も
ゐ
な
す

居
奈
須
…
（
巻
三 

・ 

三
七
二
）
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チ
ド
リ
ナ
ク
等
と
訓
ま
れ
て
い
る
例

㉖
由ゆ

ふ

ぎ

り

に

布
義
理
尓　

知ち

ど

り
杼
里
乃の

な

き

し

奈
吉
志　

佐さ

ほ

ぢ

を

ば

保
治
乎
婆　

安あ

ら

し

や

し

て

む

良
之
也
之
弖
牟

　

美み

る

よ

し

を

な

み

流
与
之
乎
奈
美
（
巻
二
十 

・ 

四
四
七
七
）

㉗
河か

は
す
に
も

渚
尓
母　

雪ゆ
き
は波

布ふ

礼れ
れ

之し

　〻

宮
み
や
の
う
ち
に

裏 

智ち

ど

り
杼
利
鳴な

く

良ら

し之　

為ゐ

む

と

こ

ろ

な

み

牟
等
己
呂
奈
美

 

（
巻
十
九 

・ 

四
二
八
八
）

㉘
夜よ

ぐ

た

ち

に

具
多
知
尓　

寢ね
ざ
め
て
を
れ
ば

覺
而
居
者　

河か
わ
せ
と
め

瀬
尋　

情こ
こ
ろ
も
し
の
に

毛
之
努
尓　

鳴な
く

知ち

ど

り
等
理
賀か

毛も

 

（
巻
十
九 

・ 

四
一
四
六
）

㉙
狭さ

よ
な
か
に

夜
中
尓　

友と
も
よ
ぶ換

千ち
ど
り鳥　

物も
の
お
も
ふ
と

念
跡　

和わ
び
を
る
と
き
に

備
居
時
二　

鳴な
き
つ
つ乍

本も
と
な名

 

（
巻
四 

・ 

六
一
八
）

㉚
千ち

ど
り鳥

鳴な
く　

佐さ
ほ
の
か
わ
と
の

保
乃
河
門
之　

清き
よ
き
せ
を

瀬
乎　

馬う
ま
う
ち
わ
た
し

打
和
多
思　

何い
つ
か
か
よ

時
将
レ

通は
む

 

（
巻
四 

・ 

七
一
五
）

㉛
…
芳よ

し
の
の
か
は
の

野
河
之　

河か
は
の
せ
の

瀬
乃　

浄き
よ
き
を
み
れ
ば

乎
見
者　

上か
み
へ
に
は

邊
者　

千ち
ど
り鳥

數し
ば
な
く鳴　

下し
も
へ
に
は

邊
者

　

河か
は
づ
つ
ま
よ
ぶ

津
都
麻
喚
…
（
巻
六 

・ 

九
二
〇
）

32
…
决か

け
ま
く
も

巻
毛　

綾あ
や
に
か
し
こ
く

尓
恐　

言い
わ
ま
く
も

巻
毛　

湯ゆ
ゆ　

敷し
く

有あ
ら
む

跡と　

豫
あ
ら
か
じ
め

　
 

兼か
ね
て
し
り
せ
ば

而
知
者

　

千ち
ど
り鳥

鳴な
く　

其そ
の
さ
ほ
が
は
に

佐
保
川
丹　

石い
は
に
お
ふ
る

二
生
…
（
巻
六 

・ 

九
四
八
）

33
…
暁あ

か
と
き
の之　

寢ね
ざ
め
に
き
け
ば

覺
尓
聞
者　

海い
く
り
の

石
之　

塩し
ほ
か
れ
の
む
た

干
乃
共　
う
ら
す
に
は

渚
尓
波　

千ち
ど
り鳥

妻つ
ま
よ
び喚

　

葭あ
し
へ
に
は

部
尓
波　

鶴た
づ
が
ね
と
よ
む

鳴
動
…
（
巻
六 

・ 

一
〇
六
二
）

34
佐さ

ほ
が
は
の

保
河
之　

清き
よ
き
か
は
ら
に

河
原
尓　

鳴な
く

知ち
ど
り鳥　

河か
は
づ
と
ふ
た
つ

津
跡
二　

忘わ
す
れ
か
ね
つ
も

金
都
毛

 

（
巻
七 

・ 

一
一
二
三
）

35
佐さ

ほ保
川が

は

尓に　

小さ
を
ど
る驟

千ち
ど
り鳥　

夜よ
く
た
ち
て

三
更
而　

尓な
が

音こ
ゑ
き
け
ば

聞
者　

宿い
ね

不か
て
な
く難

尓に

 

（
巻
七 

・ 

一
一
二
四
）

36
佐さ

ほ保
河が

は

尓に　

鳴な
く

成な
る

智ち

鳥ど
り　

何な
に
し
か
も

師
鴨　

川か
は
ら
を
し
の
ひ

原
乎
思
努
比　

益い
や
か
は
の
ぼ
る

河
上

 

（
巻
七 

・ 

一
二
五
一
）

37
飫お

う
の
う
み
の

海
乃　

河か

原は
ら

之の

乳ち

鳥ど
り　

汝な
が

鳴な
け

者ば　

吾わ
が
さ
ほ
が
は
の

佐
保
河
乃　

所お
も
ほレ

念ゆ
ら
く
に國

 

（
巻
三 

・ 

三
七
一
）

「
サ
ヲ
ド
ル
」と
訓
ま
れ
て
い
る
も
の
は
二
例
し
か
な
く
、一
字
一
音
で
雉
が「
サ

ヲ
ド
ル
」と
訓
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
も
う
一
例
は
当
該
歌
の「
千
鳥
」で
あ
っ

た
。驟

…
回
也
庶
也

　
　

數
也
奔
車
駈
而
驟
是
也 

（
天
治
本
新
撰
字
鏡　

巻
五 

・ 

一
ウ
）

　

新
撰
字
鏡
に
は
、
回
也
、
の
よ
う
に
鳥
の
所
作
に
当
て
は
ま
り
そ
う
な
義
注

訓
が
見
ら
れ
る
が
、
後
半
に
「
奔
車
駈
」
と
あ
り
、
車
の
動
き
を
詠
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
り
、
当
該
歌
の
表
現
と
し
て
ぴ
っ
た
り
こ
な
い
。

　
「
ア
ソ
フ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
例
は
全
部
で
（
②
〜
⑨
な
ど
）
三
十
例
あ
っ

た
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
人
間
が
花
を
か
ざ
し
て
遊
ん
だ
り
、
ま
か
り
出
で
て
遊

ん
だ
り
し
て
い
る
の
を
詠
ん
だ
歌
ば
か
り
で
、
鳥
が
遊
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
も

の
は
②
に
挙
げ
た
わ
ず
か
一
例
し
か
な
い
。

　

後
半
に
挙
げ
る
チ
ド
リ
の
生
態
を
見
る
と
、
動
き
は
「
両
足
を
交
互
に
動
か

し
て
歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る
。
実
に
よ
く
動
き
よ
く
走
る
。」
と
あ
る
。
こ

の
動
き
を
数
羽
で
し
て
い
た
ら
追
い
か
け
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い
る
よ
う
に
見

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
千
鳥
の
様
子
は
激
し
く
、
落

ち
着
き
の
な
い
様
子
で
あ
る
が
、
萬
葉
集
中
の
他
の
「
ア
ソ
ブ
」
と
さ
れ
て
い

る
歌
を
見
て
み
る
と
、
ど
れ
も
静
か
に
遊
ん
で
お
り
、
騒
が
し
く
動
き
回
っ
て

遊
ぶ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
鳥
が
遊
ん
で
い
る
と
い
う
表
現

が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
、
こ
の
「
ア
ソ
ブ
」
と
い
う
表
現
も
ま
た
当
該
箇

所
の
訓
み
に
は
適
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
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現
在
言
う
千
鳥
の
生
態
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

十
七
セ
ン
チ
。
す
ず
め
と
ム
ク
ド
リ
の
中
間
く
ら
い
の
大
き
さ
の
白
っ
ぽ
い

鳥
。

　

両
足
を
交
互
に
動
か
し
て
地
上
を
歩
く
。
早
く
足
を
動
か
し
、
ま
る
で
地
上

す
れ
す
れ
に
浮
い
て
す
べ
る
よ
う
に
見
え
る
。
立
ち
止
ま
る
た
び
に
ピ
ク
リ
と

頭
を
上
下
さ
せ
る
。
切
れ
味
の
あ
る
鋭
い
羽
ば
た
き
で
直
飛
。
単
独
、
ま
た
は

小
グ
ル
ー
プ
で
す
ご
す
。

　

鳴
声
は
、
ピ
ッ
と
か
ピ
ウ
ー
。
上
空
を
旋
回
し
つ
つ
、
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
…
と

連
呼
す
る
。 
（『
検
索
入
門　

野
鳥
の
図
鑑　

陸
の
鳥
②
』）

　

ち
ど
り
【
千
鳥
】

　
『
万
葉
集
』
で
は
「
…
朝あ

さ
か
り
に猟に　

五
百
つ
鳥
立
て　

夕ゆ
ふ
か
り猟

に　

千
鳥　

踏
み

立
て
…
」（
巻
十
七 

・ 

家
持
）
の
よ
う
に
「
多
く
の
鳥
」
と
い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
ふ
け
ゆ
け
ば
久
木
生お

ふ
る
清

き
河
原
に
千
鳥
し
ば
鳴
く
」（
巻
六 

・ 

赤
人
）
の
ほ
か
、「
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川

門
の
瀬
を
広
み
打
橋
渡
す
汝な

が
来く

と
思
へ
ば
」（
巻
四 

・ 

大
伴
郎
女
）「
…
落
ち

た
ぎ
つ　

吉
野
の
河
の　

河
の
瀬
の　

清
き
を
見
れ
ば　

上
辺
に
は　

千
鳥
し

ば
鳴
く　

下
辺
に
は　

か
は
づ
妻
呼
ぶ
…
」（
巻
六 

・ 

金
村
）
の
よ
う
に
佐
保

川
や
吉
野
川
な
ど
、
主
と
し
て
川
に
つ
い
て
、
自
然
の
景
観
を
示
す
一
例
と
し

て
川
千
鳥
が
よ
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
平
安
時
代
後
期
以
降
に
な
る

と
『
百
人
一
首
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
「
淡
路
島
か
よ
ふ
千
鳥
の
鳴
く
声
に
幾

夜
寝
ざ
め
ぬ
須
磨
の
関
守
」（
金
葉
集 

・ 

冬 

・ 

兼
昌
）
を
は
じ
め
「
霜
さ
え
て

小
夜
も
長
居
の
浦
寒
み
明
や
ら
ず
と
や
千
鳥
鳴
く
ら
む
」（
千
載
集 

・ 

冬 

・ 

静

賢
）「
風
吹
け
ば
よ
そ
に
な
る
み
の
片
思
ひ
思
は
ぬ
浪
に
鳴
く
千
鳥
か
な
」（
新

古
今
集 

・ 

冬 

・ 

秀
能
）
な
ど
の
よ
う
に
海
岸
の
千
鳥
が
中
心
と
な
り
、
季
節
は

冬
に
限
ら
れ
て
き
て
、
い
わ
ば
「
冷ひ

え
冷ひ

え
」
と
し
た
雰
囲
気
を
描
出
す
る
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
は
ま
ち
ど
り
（
浜
千
鳥
）」
と
い
う
歌
語
が

一
般
的
に
な
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。（
片
桐
洋
一『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典　

増
訂
版
』

二
七
六
〜
二
七
七
頁
）

　

⑩
〜
㉑
に
挙
げ
た
「
サ
ワ
ク
」
も
の
は
主
に
、
白
浪
、
す
ど
り
、
か
は
づ
な

ど
で
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
音
の
す
る
も
の
で
、
連
想
し
た
だ
け
で
も
騒
が
し
い

様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
。
当
該
歌
の
歌
の
意
は
う
る
さ
く
て
寝
ら
れ
な
い
、
迷
惑

な
も
の
と
し
て
千
鳥
を
表
現
し
た
い
の
で
「
サ
ワ
ク
」
は
そ
の
意
味
で
は
適
当

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
し
か
し
、千
鳥
の
鳴
く
様
子
が
「
ナ
ク
」
や
「
妻

呼
ぶ
」
と
も
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
表
現
が
見
ら
れ
な
い
の
で
な
お

問
題
は
残
る
。

　

②
〜
37
に
お
い
て
「
チ
ド
リ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
例
を
見
て
み
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
例
が
「
ナ
ク
」
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
他
は
、
㉙
に
「
友と

も
よ
ぶ
ち
ど
り

換
千
鳥
」
33
に

「
千ち

ど
り
つ
ま
よ
び

鳥
妻
喚
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
当
該
歌
の
み
「
小
驟
」
と
表

記
さ
れ
、
そ
の
訓
み
が
「
ナ
ク
」
で
な
い
と
す
る
の
に
は
違
和
感
を
感
じ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
現
時
点
で
「
小
驟
」
の
訓
み
と
し
て
最
も
可
能
性
の
あ
り

そ
う
な「
サ
ワ
ク
」と「
シ
バ
ナ
ク
」の
二
つ
の
表
現
に
絞
っ
て
考
察
を
進
め
る
。

　

ま
ず
、「
サ
ワ
ク
」
と
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
鳥
の
生
態
に
違
い

が
な
い
か
調
査
す
る
。
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「
サ
ワ
ク
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
鳥
は
次
の
よ
う
で
あ
る

ナ
ベ
ヅ
ル

九
十
二
〜
九
十
六
セ
ン
チ
。
首
が
長
く
黒
っ
ぽ
い
小
型
の
ツ
ル
類
。
つ
が
い
と

幼
鳥
か
ら
な
る
家
族
群
で
行
動
し
、
昼
間
は
一
定
の
縄
張
り
を
持
っ
て
そ
の
中

で
採
餌
な
ど
を
す
る
の
が
本
来
の
習
性
ら
し
い
。
夜
間
は
水
の
張
ら
れ
た
数
枚

の
水
田
に
集
ま
っ
て
す
ご
す
。

鳴
声
は
、
秋
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
渡
来
地
で
は
よ
く
鳴
声
が
聞
か
れ
る
。
タ

ン
チ
ョ
ウ
に
似
た
声
だ
が
、
や
や
声
量
が
少
な
い
ク
ル
ル
ー
と
か
コ
ロ
ロ
ー
と

鳴
き
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
時
に
は
コ
ー
ワ
ッ
カ
、
コ
ー
ワ
ッ
カ
と
に
ぎ
や
か
に

鳴
き
交
わ
す
。 

（『
山
峡
カ
ラ
ー
名
鑑　

日
本
の
野
鳥
』）

た
づ
【
鶴
】

鶴
の
こ
と
。
多
く
歌
語
と
し
て
用
い
る
。『
万
葉
集
』
に
も
「
相あ

い
み
つ
る
か
も

見
鶴
鴨
」（
巻

一
）「
夢い

め
に
み
え
つ
る

所
見
鶴
」（
巻
二
）
の
よ
う
に
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
体
形
「
つ

る
」
を
「
鶴
」
と
い
う
漢
字
を
借
り
て
表
記
し
て
い
る
の
で
、
当
時
「
鶴
」
と

い
う
語
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
鳥
の
「
鶴
」
の
場

合
は
、「
鶴
」
と
い
わ
ず
に
、
た
と
え
ば
「
難
波
潟
潮し

お
ひ干

に
立
ち
て
見
渡
せ
ば

淡
路
の
嶋
に
多た

づ豆
渡
る
見
ゆ
」（
巻
七
）「
和
歌
の
浦
に
潮
満
ち
く
れ
ば
潟
を
無

み
葦
辺
を
さ
し
て
多
頭
鳴
き
渡
る
」（
巻
六 

・ 

赤
人
）
の
よ
う
に
、す
べ
て
「
た

づ
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

有
名
な
赤
人
の
「
葦
辺
を
さ
し
て
た
づ
鳴
き
渡
る
」
と
い
う
歌
が
ま
さ
し
く

そ
う
で
あ
っ
た
が
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
鶴
」
は
鳴
い
て
空
を
飛
ぶ
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
平
安
時
代
に
お
け
る
「
鶴
」
は
「
松
」
や
「
亀
」
と
と

も
に
よ
ま
れ
、
慶
賀
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
お
お
せ
た
。
中
国
の
仙
人
は
松
の
実

を
食
し
鶴
に
乗
っ
て
飛
行
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
中
国
の
影
響
以

外
の
何
者
で
も
な
い
。『
万
葉
集
』
で
は
よ
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
「
菊
」
が
中

国
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
た
時
代
の
『
古
今
集
』
に
多
く
よ
ま
れ
て
い
る
の

と
同
様
に
、
ま
た
『
万
葉
集
』
に
は
「
月
」
を
見
て
悲
し
む
こ
と
は
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
の
に
『
古
今
集
』
に
色
濃
く
現
れ
、
そ
の
結
果
「
た
づ
」
だ
け
で
は

な
く
「
つ
る
」
も
和
歌
の
世
界
に
数
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。 （
片
桐
洋
一 『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典　

増
訂
版
』
二
七
七
〜
二
七
八
頁
）

マ
ガ
モ

八
十
五
〜
九
十
九
セ
ン
チ
。
オ
ス
で
は
緑
色
の
頭
と
黄
色
い
く
ち
ば
し
が
目
立

つ
淡
水
カ
モ
類
。
越
冬
地
で
は
、
湖
、
沼
、
大
き
な
川
、
内
湾
の
海
上
な
ど
開

け
た
水
面
に
群
れ
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
時
に
は
数
百
羽
の
群
れ
を
な
す
。

鳴
声
、カ
モ
類
の
中
で
は
最
も
良
く
鳴
く
鳥
で
あ
る
。オ
ス
は
グ
ワ
ー
ッ
ク
ワ
ッ

ク
ワ
ッ
と
尻
下
が
り
の
大
声
で
鳴
く
。
メ
ス
も
ク
ワ
ッ
ク
ワ
ッ
ク
ワ
ッ
と
い
う

低
い
声
で
あ
る
。
水
面
か
ら
飛
び
立
つ
と
き
は
グ
エ
ー
グ
エ
ー
と
鳴
く
こ
と
が

多
い
。（『
山
峡
カ
ラ
ー
名
鑑　

日
本
の
野
鳥
』）

マ
ガ
ン

七
十
二
セ
ン
チ
。「
竿
に
な
り
、
鉤
に
な
り
」
の
隊
列
を
組
ん
で
飛
ぶ
太
っ
た

水
鳥
。
カ
モ
類
と
違
っ
て
つ
が
い
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
一
方
が
死
ぬ
ま
で
つ

が
い
関
係
が
維
持
さ
れ
る
。
越
冬
地
で
も
、
つ
が
い
と
幼
鳥
か
ら
な
る
家
族
群

を
単
位
と
し
て
行
動
し
、
そ
れ
が
集
ま
っ
て
大
群
を
つ
く
る
。

鳴
声
は
ク
ワ
ハ
ハ
ン
、
ク
ワ
ハ
ハ
ン
と
い
う
少
し
甲
高
い
声
で
飛
翔
中
に
良
く

鳴
く
が
、
上
空
を
編
隊
で
飛
ぶ
と
き
は
時
々
鳴
く
だ
け
で
、
飛
び
立
つ
と
き
が
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一
番
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
ね
ぐ
ら
に
す
る
沼
で
は
ほ
と
ん
ど
一
晩
中
鳴
声
が

聞
こ
え
る
。 

（『
山
峡
カ
ラ
ー
名
鑑　

日
本
の
野
鳥
』）

か
り
【
雁
】

「
白
雲
に
羽
う
ち
か
は
し
飛
ぶ
雁
の
数
さ
へ
見
う
る
秋
の
夜
の
月
」（
古
今

集 

・ 

秋
上 

・ 

読
人
不
知
）「
霞
立
ち
て
雁
ぞ
鳴
く
な
る
片
岡
の
あ
し
た
の
原
は

紅
葉
し
ぬ
ら
む
」（
同 
・ 
秋
下 

・ 

読
人
不
知
）
の
よ
う
に
秋
に
な
る
と
北
国
か

ら
来
て
、
春
に
な
る
と
「
春
来く

れ
ば
雁か

り

帰
る
な
り
白
雲
の
道
ゆ
き
ぶ
り
に
こ
と

や
つ
て
ま
し
」（
古
今
集 

・ 

春
上 
・ 
読
人
不
知
）「
春
霞
立
つ
を
見
捨
て
て
ゆ
く

雁
は
花
鳴
き
里
に
住
み
や
な
ら
へ
る
」（
同 

・ 

詠
人
不
知
）の
よ
う
に
北
へ
帰
っ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
か
り
が
ね
」
は
本
来
「
雁
が
音
」
で
あ
り
、「
今け

さ朝
の
朝あ

さ
け明

雁か
り

が
音ね

聞
き
つ
春
日
山
も
み
ち
に
け
ら
し
吾
が
心
痛
し
」（
万
葉
集 

・ 

巻
八
）
の
よ
う

に
よ
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
は
「
う
き
こ
と
を
思
ふ
つ
ら
ね
て
か

り
が
ね
の
鳴
き
こ
そ
渡
れ
秋
の
夜
な
夜
な
」（
古
今
集 

・ 
秋
上 
・ 

躬
恒
の
よ
う

に
雁
の
異
名
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
鳥
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ウ
グ
イ
ス

十
七
〜
二
十
一
セ
ン
チ
。
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
鳴
き
、春
を
告
げ
る
や
ぶ
の
小
鳥
。

低
地
か
ら
山
地
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
植
生
の
所
に
広
く
分
布
す
る
。

鳴
声
。
繁
殖
期
に
は
ヒ
ィ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
な
ど
、
な
き
は
じ
め

に
高
低
の
あ
る
声
で
さ
え
ず
る
。
ま
た
谷
渡
り
と
呼
ば
れ
る
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ

キ
ョ
ケ
キ
ョ
と
長
く
続
く
声
も
出
す
。（『
検
索
入
門　

野
鳥
の
図
鑑　

陸
の
鳥

②
』）

う
ぐ
ひ
す
【
鶯
】

『
万
葉
集
』
以
来
数
多
く
よ
ま
れ
た
。「
春
さ
れ
ば
ま
づ
鳴
く
鳥
の
う
ぐ
ひ
す
の

…
」（
巻
十
）
と
い
う
よ
う
に
春
の
最
初
に
鳴
く
鳥
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、「
柳

の
梢う

れ

に
鶯
鳴
く
も
」（
巻
十
）「
鶯
の
来
鳴
く
山
吹
」（
巻
十
七
）「
萩
の
古
枝

に
春
待
つ
と
を
り
し
鶯
」（
巻
八
）「
竹
の
林
に
鶯
は
し
ば
鳴
き
に
し
を
」（
巻

十
九
）「
鶯
の
か
よ
ふ
垣
根
の
卯
の
花
の
」（
巻
十
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
鳴

い
て
い
た
が
、「
鶯
の
木
伝
ひ
散
ら
す
梅
の
花
」（
巻
十
）「
鶯
の
木こ

づ
た伝

ふ
梅
の

う
つ
ろ
へ
ば
」（
巻
十
）
な
ど
、
梅
の
花
に
鳴
く
鶯
が
最
も
多
い
。
春
の
最
初

に
鳴
く
鶯
が
春
の
最
初
に
咲
く
梅
の
花
と
と
も
に
よ
ま
れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
平
安
時
代
に
入
る
と
、
例
外
は
幾
つ
か
あ
る
け
れ
ど
も
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
は
「
梅
の
花
」
と
と
も
に
よ
ま
れ
、
配
列
か
ら
見
て
桜
か
と
思
わ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
「
鶯
の
鳴
く
野
辺
ご
と
に
来
て
み
れ
ば
う

つ
ろ
ふ
花
ぞ
風
ぞ
吹
き
け
る
」（
古
今
集 

・ 

春
下 

・ 

詠
人
不
知
）「
花
の
散
る
こ

と
や
わ
び
し
き
春
霞
た
つ
た
の
山
の
鶯
の
声
」（
同 

・ 

後
蔭
）
の
よ
う
に
「
春
」

と
い
う
語
を
使
わ
ず
「
花
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
。「
梅
」
以
外
の
具
体

的
な
花
の
名
が
「
鶯
」
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
鶯
」
は
春
を
待
つ
歌
か
ら
春
を
惜
し
む
歌
ま
で
春
を
通
し
て

よ
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
我
の
み
や
世
を
う
ぐ
ひ
す
と
な
き
わ
び
む
人
の

心
花
と
散
り
な
ば
」（
古
今
集 

・ 

恋
五 

・ 

詠
人
不
知
）
の
よ
う
に
「
憂
く
」
を

掛
け
る
場
合
も
ま
れ
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
片
桐
洋
一 

『
歌
枕
歌
こ
と
ば

辞
典　

増
訂
版
』
六
九
〜
七
〇
頁
）
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カ
ホ
ト
リ
（
ヒ
バ
リ
）（
架
空
の
鳥
だ
が
ひ
ば
り
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
）

十
七
セ
ン
チ
。広
い
草
原
に
住
み
、高
い
空
で
朗
ら
か
な
声
で
さ
え
ず
る
鳥
。畑
、

牧
場
、
草
原
、
川
原
、
埋
立
地
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
丈
の
低
い
草
が
ま
ば
ら

に
生
え
て
露
出
し
た
地
面
の
多
い
場
所
を
好
む
。
オ
ス
は
春
先
か
ら
草
原
の
上

空
で
停
空
飛
翔
し
な
が
ら
、
長
時
間
さ
え
ず
っ
て
縄
張
り
を
宣
言
す
る
。

鳴
声
。
繁
殖
期
に
は
ピ
ィ
ピ
ィ
ピ
ィ
、
リ
リ
リ
、
ピ
リ
リ
リ
、
リ
ィ
リ
ィ
、
ピ

リ
ピ
リ
な
ど
と
い
う
。
細
か
な
声
で
せ
わ
し
な
く
鳴
き
続
け
る
。
主
に
飛
翔
中

に
さ
え
ず
る
が
、
杭
や
石
の
上
に
止
ま
っ
て
も
さ
え
ず
る
。

 

（『
山
峡
カ
ラ
ー
名
鑑　

日
本
の
野
鳥
』）

き
ぎ
す
【
雉
子
】

雉
の
こ
と
。『
万
葉
集
』
に
「
春
の
野
に
あ
さ
る
雉き

ぎ
しの

妻
恋
ひ
に
お
の
が
あ
り

か
を
人
に
し
れ
つ
つ
」（
巻
八 

・ 

家
持
）
と
あ
る
歌
、
現
代
の
諸
本
諸
注
い
ず

れ
も
「
キ
ギ
シ
」
と
よ
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
を
そ
の
ま
ま
採
っ

た
『
拾
遺
集
』
で
は
「
春
の
野
に
あ
さ
る
き
ぎ
す
の
妻
恋
日
に
斧
が
あ
り
か
を

人
に
知
れ
つ
つ
」（
春
上 

・ 

家
持
）
と
「
き
ぎ
す
」
に
な
っ
て
い
る
。
平
安
時

代
に
は
「
き
ぎ
す
」
の
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、「
狩
に
来
ば
行
き
て
も
見
ま
し
片
岡
の
あ
し
た
の
原
に
き
ぎ
す
鳴

く
な
り
」（
後
拾
遺
集 

・ 

春
上 

・ 

長
能
）
な
ど
多
く
よ
ま
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ

う
「
き
じ
」
の
方
も
「
春
の
野
の
し
げ
き
草
葉
の
妻
恋
ひ
に
飛
び
た
つ
き
じ
の

ほ
ろ
ろ
と
ぞ
鳴
く
」（
古
今
集 

・ 

誹
諧
歌 

・ 

定
文
）
と
よ
ま
れ
て
い
て
、
一
方

が
雅
語
で
一
方
が
俗
語
と
い
う
よ
う
な
関
係
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
春
の
鳥
で
あ
り
、
わ
が
身
を
隠
せ
な
い
で
す
ぐ
飛
び
立
っ
て
、
所

在
を
し
ら
れ
て
し
ま
う
鳥
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
片

桐
洋
一 『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典　

増
訂
版
』
一
二
七
頁
）

　

以
上
、「
サ
ワ
ク
」
と
「
シ
バ
ナ
ク
」
鳥
の
生
態
を
見
て
み
る
と
、
両
者
に

は
明
確
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。

　
「
サ
ワ
ク
」
鳥
は
ど
れ
も
七
〇
〜
一
〇
〇
セ
ン
チ
の
大
型
の
鳥
で
、「
シ
バ
ナ

ク
」
鳥
は
二
十
セ
ン
チ
前
後
の
小
鳥
で
鳴
声
を
見
て
み
る
と
、
さ
え
ず
る
よ
う

に
鳴
き
、
ど
ん
な
に
大
き
な
声
で
鳴
い
て
も
「
サ
ワ
ク
」
と
い
う
表
現
に
は
あ

て
は
ま
り
そ
う
に
な
く
て
、「
細
か
な
声
で
せ
わ
し
く
鳴
き
続
け
る
」
や
「
谷

渡
り
と
呼
ば
れ
る
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
と
長
く
鳴
く
声
」
な
ど
は
ま
さ
に
「
シ
バ
ナ

ク
」
と
い
う
表
現
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
当
該
歌
の
千
鳥
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
十
七
セ
ン
チ
と
小
鳥
で
、
ピ
ッ

ピ
ッ
ピ
ッ
と
連
呼
す
る
。
こ
の
よ
う
に
生
態
的
に
見
る
と
千
鳥
は
「
サ
ワ
ク
」

に
完
全
に
あ
て
は
ま
ら
な
く
て
、「
シ
バ
ナ
ク
」
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
。

　

萬
葉
集
中
の「
シ
バ
ナ
ク
」に
は「
數
鳴
」と
い
う
万
葉
仮
名
が
当
て
ら
れ
、「
小

驟
」
を
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
む
に
は
「
動
」
字
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
と
考
え

調
査
し
た
。「
動
」
は
左
の
古
辞
書
の
記
述
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
サ
ワ
ガ

シ
」
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

　

当
該
の
「
驟
」
は
「
サ
ワ
ク
」
と
訓
め
る
の
で
こ
の
こ
と
で
「
驟
」
と
「
動
」

が
関
連
す
る
。
仮
に
「
動
」
を
「
ナ
ク
」
と
訓
め
れ
ば
、ま
た
、「
小
」
を
「
シ
バ
」

と
訓
む
事
を
証
明
で
き
れ
ば
「
小
驟
」
は
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
む
事
が
で
き
る
。

■
古
辞
書
の
記
述

動
徒
董
メ　

オ
ウ
コ
ク　

ヤ
ヽ
モ
ス
レ
ハ　
　

ユ
ク　

ツ
ク
ル　

ク
ツ
ロ
ク

　
　

サ
ハ
カ
ハ

シ　

ユ
爪
ル　

フ
ル
ハ
フ　

ウ
タ
フ　

ホ
ト
ニ　

ト
丶
ロ
カ
ス

　
　

ヒ
ヽ
カ
ス　

ソ
丶
ノ
カ
ス　

ホ
ト
〜　

禾
土
レ

ウ

 

（
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄 

僧
上
八
三 

・ 

５
〜
６
）
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ナ
ク　 

…　

ク
フ　

ク
ラ
フ　

サ
ヘ
ツ
ル

　
　
　

カ
ム　

ナ
ク
鳥　

五
巧
メ 

（
同
右 

佛
中
三
四 

・ 

１
）

鳴　
　

亠
明　

/
ナ
ル　

/

ナ
ク　
　

イ
ナ
ヽ
ク　

ホ
ユ

　
　
　

イ
カ
ソ　

ナ
ラ
ス　

イ
ハ
ユ 

（
同
右 

佛
中
六
一 

・ 

２
）

　　

 

…
嘖

呼
也

　
　
　

左
（
へ
）
豆
留
又
奈
久 

（
天
治
本
新
撰
字
鏡 

巻
二 

・ 

一
三 

・ 

オ 

・ 

５
）

嚇 

ナ
ク　

鳴
同 

（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄 

・ 

中 

・ 

三
三
オ
６
）

「
ナ
ク
」
と
訓
め
る
も
の
の
中
に
「
サ
ヘ
ツ
ル
」
が
あ
っ
た
の
で
、
次
は
「
サ

ヘ
ツ
ル
」
の
記
述
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

サ
ヘ
ツ
ル

　

＼
サ
ヘ
ツ
ル　

タ
ノ
シ　

オ
モ
ロ
シ

　
　
　

＼
サ
ワ
ク 

（
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄 

佛
中 

・ 

六
二 
・ 
７
）

囀 

知
戀
反
…　
　
　

　
　
　

也　

左
へ
豆
留 

（
天
治
本
新
撰
字
鏡 

巻
二 

・ 

一
七 

・ 

ウ
）

囀 

サ
ヱ
ツ
ル

　
　
　

 

鳥
吟
也　
　

喨
譯
咬
哢
歌　

己
上
同

 

（
前
田
本
色
葉
字
類
抄 

・ 

下 

・ 

五
〇 

・ 

オ 

・ 

五
）

　
「
サ
ヘ
ツ
ル
」
の
訓
み
と
と
も
に
、「
サ
ワ
ク
」
や
「
カ
マ
ヒ
ス
シ
」
な
ど
騒

が
し
い
と
い
う
意
味
の
訓
み
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
「
動
」
が
「
サ
ハ
カ

シ
」
と
訓
め
る
の
で
共
通
し
て
い
る
の
だ
と
み
な
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
も
う
少
し
「
サ
ワ
ク
」
に
つ
い
て
調
べ
る
。

サ
ワ
ク

 

…　

ミ
タ
リ　

カ
マ
ヒ
ス
シ　

サ
ワ
ク　

　
　
　
　

カ
ツ
テ　

イ
ソ
ク 

（
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄　

法
上
六
五 

・ 

３
）

噪　
　
　

先
到
メ　

※
鳥
群
鳴
也

　
　
　
　

サ
ハ
カ
シ 

（
同
右 

佛
中
四
七 

・ 

１
）

轟　
　
　

呼
萠
メ
―
…　

群
車
声

　
　
　
　

ト
ヽ
メ
ク　

サ
ハ
カ
シ　

ト
ヽ
ロ
ク 

（
同
右 

僧
中 

・ 

八
四 

・ 

４
）

 

　

五
労
反　

鶏
口
也　
　

　
　
　
　

左
和
久　

又　

止
〜
ロ
久 

（
天
治
本
新
撰
字
鏡 

巻
二 

・ 

一
六
ウ
）

 

衆
聲
也
皷
聲　

止
〜

　
　
　

呂
久　

又

　
　
　

左
和
久 

（
同
右 

巻
一
二 

・ 

二
四
オ
）

ナ
ク
―
サ
ヘ
ツ
ル
―
サ
ワ
ク
―
動

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
ナ
ク
」
は
「
サ
ヘ
ツ
ル
」
と
訓
め
、「
サ
ヘ
ツ
ル
」
の

中
に
は
「
サ
ワ
ク
」
や
「
カ
マ
ヒ
ス
シ
」
と
訓
め
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
「
動
」
字
の
訓
み
の
中
の
「
サ
ハ
カ
シ
」
と
の
間
が
つ
な
が
る
。
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そ
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
中
の
「
サ
ワ
ク
」
の

記
述
の
「
鳥
群
鳴
也
」（
※
印
は
筆
者
が
付
け
た
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
驟
」
と
「
動
」
が
つ
な
が
り
、「
驟
」
は
「
ナ
ク
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、「
小
」を「
シ
バ
」と
訓
め
る
か
確
認
の
た
め
古
辞
書
の
記
述
を
挙
げ
る
。

數
…

 
 

ア
マ
タ
…　

シ
ハ
〜　

シ
ル
シ　

マ
ホ
ル　

ア
マ
タ
丶
ヒ

 
 

禾
シ
ユ　

又
ソ
ク （
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄 

僧
中 

五
五
７
〜
８
）

少 
 

書
治
メ　

又
去　

ス
ク
ナ
シ　

禾
カ
シ　

シ
ハ
ラ
ク　

ス
コ
シ

 
 
 

ヤ
ウ
ヤ
ク　

カ
ク　

ス
コ
シ
キ　

ナ
シ　

マ
レ
ナ
リ　

ヲ
サ
ナ
シ

イ
ト
キ
ナ
シ　

オ
ホ
ロ
ケ　

オ
ロ
カ
ナ
リ

 

（
同
右 

僧
下
七
五 

・ 

３
）

小 

…　

ス
ク
ナ
シ　

マ
レ
ナ
リ　

ス
コ
シ
キ

 

ヲ
サ
ナ
シ　

チ
ヒ
サ
シ　

禾
セ
ウ 
（
同
右 

法
中
六
八 

・ 

８
）

頻 

亠
賓　

シ
キ
リ
ナ
リ　

シ
ハ
〜　
　

ス
ミ
ヤ
カ
ナ
ニ

リ　

イ
ヤ
〜

 

ヒ
ソ
ム　

重
也　

比
也 

近
也 

毎
也
… 

（
同
右　

佛
下
夲
二
三 
・ 

３
）

　
「
小
驟
」
の
訓
に
つ
い
て
は
、
従
来
説
で
は
、「
サ
ヲ
ド
ル
」「
サ
ワ
ク
」
な

ど
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
サ
ヲ
ド
ル
」
説
に
し
て
も
、
集
中

で
は
、「
千
鳥
が
サ
ヲ
ド
ル
」
と
い
う
形
で
詠
ま
れ
た
歌
は
な
く
、
ま
た
、「
サ

ワ
ク
」説
で
も
、「
千
鳥
が
サ
ワ
ク
」と
い
う
形
で
詠
ま
れ
た
歌
は
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
に
、
従
来
説
で
は
集
中
に
お
い
て
似
た
よ
う
な
場
面 

・ 

情
景
で
詠

ま
れ
た
歌
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
仮
に
小
論
で
述
べ
た
よ
う
に
「
シ
バ

ナ
ク
」
と
訓
ん
だ
と
す
る
と
、「
千
鳥
が
シ
バ
ナ
ク
」
と
い
う
形
で
詠
ま
れ
た

歌
は
集
中
で
も
数
首
（
前
出
）
見
ら
れ
、そ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
も
、こ
の
「
シ

バ
ナ
ク
」
と
い
う
訓
は
十
分
注
目
す
べ
き
に
値
す
べ
き
訓
み
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

古
辞
書
類
に
見
た
よ
う
に
当
該
歌
「
小
驟　

千
鳥
」
部
分
に
お
い
て
「
シ
バ

ナ
ク
」
の
訓
に
対
応
す
べ
き
箇
所
に
存
す
る
「
驟
」
字
が
「
シ
バ
シ
バ
」
あ
る

い
は
「
ナ
ク
」
と
訓
め
る
こ
と
の
で
き
る
字
で
あ
る
こ
と
は
、一
層
、こ
の
「
小

驟
」
部
分
を
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
む
可
能
性
を
強
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

そ
の
点
を
次
に
見
る
。

　
　

且
紫
反
上
小

　
　
　

須
古
志
支
奈
留 

（
天
治
本
新
撰
字
鏡 

巻
一 

・ 

三
三
オ
）　

少
時　
　

同

　
　
　
　

又　

シ
ハ
シ
ハ
カ
リ 

（
前
田
本
色
葉
字
類
抄 

・ 

下 

・ 

八
六
ウ
）

　

鈴
木
一
男
氏
の
『
初
期
点
本
論
攷
』
に
は
、
左
の
よ
う
に
あ
る
。

「
衆
僧
の
為
に
法
を
説
ケ
。
我
今
背
痛イ

タ

し
、小シ

マ
ラク

自
ラ
停ト

ト

（
マ
）
り
息
（
ま
む
）」

（
第
十
八
章　

聖
語
蔵
願
経
四
分
律　

巻
四
十
六　

破
僧
揵
度
古
点
三
〇
二

頁 

・ 

６
）

　

ま
た
、
金
光
明
最
勝
王
経
音
義　

承
暦
三
年
鈔
本
に
は

数
〜  

佐
久
反
又
足
音　
　
（
四
ウ
）　

 
 
.

之.

婆
〜
〜

　

前
出
の
よ
う
に
、「
数
」
は
「
シ
バ
シ
バ
」
と
訓
め
る
。
色
葉
字
類
抄
の
「
少
」

の
字
は「
シ
ハ
シ
」と
訓
め
る
。観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
記
述
に
よ
る
と
、「
少
」
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と
「
小
」
は
「
ス
ク
ナ
シ
」「
ス
コ
シ
」
と
い
う
意
で
共
通
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
サ
ワ
ク
は
萬
葉
集
中
で
は
騒
が
し
い
、
白
浪
や

す
ど
り
、
か
は
づ
に
使
わ
れ
て
お
り
、
当
該
歌
の
意
も
う
る
さ
く
て
寝
ら
れ
な

い
、
迷
惑
な
も
の
と
し
て
千
鳥
を
表
現
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
あ
る
意
味
ぴ
っ
た

り
と
思
っ
た
が
、萬
葉
集
中
の
「
夜
も
寝
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
歌
の
意
は
、

恋
の
歌
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
当
該
歌
も
最
初
は
騒
が
し
く
て
夜
も
寝
ら
れ
な

い
と
解
釈
す
る
と
思
っ
て
い
た
が
、「
妻
を
呼
び
し
き
り
に
鳴
い
て
い
る
千
鳥

の
声
を
聞
く
と
、
私
も
妻
の
こ
と
を
想
っ
て
夜
も
寝
ら
れ
な
い
。」
と
解
釈
す

る
方
が
適
し
て
い
る
の
で
「
サ
ワ
ク
」
と
表
現
す
る
の
は
不
適
当
と
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
萬
葉
集
の
「
サ
ワ
ク
」「
シ
バ
ナ
ク
」
鳥
の
違
い
を
見
て
も
、
体
格

の
違
い
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
た
の
で
千
鳥
は
「
サ
ワ
ク
」
鳥
で
は
な
い
。
ま
た
、

千
鳥
の
生
態
を
見
る
と
、千
鳥
は
し
き
り
に
鳴
い
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

金
光
明
最
勝
王
経
音
義
の
記
述
「
数
〜
」
は
「
シ
バ
シ
バ
」
で
「
し
き
り
に
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
し
、観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の「
頻
」に「
シ
キ
ナ
リ
」「
シ

ハ
〜
」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
の
で
、
千
鳥
は
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
む
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、当
該
歌
は「
小
驟
」で「
小
」は
シ
バ
と
訓
め
る
こ
と
が
証
明
で
き
た
が
、

「
驟
」
は
一
字
で
「
ナ
ク
」
と
も
訓
め
る
こ
と
が
辞
書
の
記
述
で
判
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
一
層
、
こ
の
「
小
驟
」
部
分
を
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
む
可
能
性
が

強
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

萬
葉
集
で
「
小
」
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
る
。

38
小あ

豆ず
き

奈な

九く　

何な
に
の
た
は
こ
と

狂
言　

今い
ま
さ
ら
に更　

小わ
ら
は
ご
と
す
る

童
言
為
流　

老お
い
ひ
と
に
し
て

人
二
四
手

 

（
巻
一
一 

・ 

二
五
八
二
）

39
小さ

竹さ

之の

葉は

者は　

三み
や
ま
も
さ
や
に

山
毛
清
尓　

乱さ
や
げ
ど
も友　

吾わ
れ
は
い
も
お
も
ふ

者
妹
思　

別わ
か
れ
き
ぬ
れ
ば

来
礼
婆

 

（
巻
三 

・ 

一
三
三
）

40
不い

な

み

の

の

欲
見
野
乃　

浅あ
さ
ぢ
お
し
な
べ

茅
押
靡　

左さ
ぬ
る
よ
の

宿
夜
之　

気け
な
が
く
し
あ
れ
ば

長
在
者　

家い
へ
し之

小し
の
は
ゆ

篠
生

 

（
巻
六 

・ 

九
四
〇
）

41
小さ

竹さ

葉の
は

尓に　

薄は
だ
れ
ふ
り
お
ほ
ひ

太
礼
零
覆　

消け
な
ば
か
も

名
羽
鴨　

将わ
す
れレ

忘む
と
い
へ
ば

云
者　

益ま
し
て所

レ 

念
お
も
ほ
ゆ

 
 

（
巻
十 

・ 

二
三
三
七
）

　
「
小
豆
」
や
「
小
葉
」
な
ど
の
よ
う
に
「
小
」
と
い
う
字
を
あ
て
て
い
る
が
、

「
小
」
の
字
は
直
接
訓
ま
れ
て
い
な
い
。
意
訓
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
も
「
驟
」

が
「
シ
バ
」「
ナ
ク
」
両
方
訓
め
る
こ
と
か
ら
、「
小
」
は
意
訓
さ
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
「
小
驟
」
に
つ
い
て
は
、「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
む
時
、「
小シ

バ

」「
驟ナ

ク

」
と

逐
次
的
に
訓
む
の
か
、「
小
驟
」
全
体
で
意
訳
的
に
訓
む
の
か
な
ど
、
漢
字
表

記
と
訓
と
の
対
応
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る

が
、少
な
く
と
も
こ
の
部
分
を
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
む
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
だ
と
思
う
。

　

従
来
説
に
お
い
て
は
「
小
」
字
は
、
訓
に
は
直
接
的
に
は
関
わ
ら
ず
、
ほ
と

ん
ど
意
味
が
な
く
、
た
だ
添
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
解
釈

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
も
し
「
小シ

バ
ナ
ク驟

」
と
訓
む
こ
と
が
で

き
、こ
の
「
小
」
字
を
、「
シ
マ
シ 

・ 

シ
マ
ラ
ク
」
と
い
う
訓
な
ど
か
ら
「
シ
バ
」

を
引
き
出
す
も
の
と
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
、こ
の
「
小
」
字
は
、明
確
な
意
味
が
あ
っ
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

従
来
説
の
よ
う
に
訓
ん
だ
場
合
、
こ
の
「
小
」
字
を
訓
に
う
ま
く
生
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
「
小
」
字
が
な
ぜ
こ
こ
に
加
え
ら
れ
た
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
明
確
な
理
由
を
指
摘
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
は
な
い
か
と
思
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う
が
、
小
論
の
よ
う
に
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
ん
で
、
こ
の
「
小
」
字
を
「
シ
バ
」

に
対
応
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
小
」
字
に
つ
い
て

も
「
シ
バ
」
と
訓
む
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
加
え
ら
れ
た
と
い
う
、
至
極

当
然
の
帰
結
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

表
記
に
表
わ
れ
て
い
る
以
上
、
や
は
り
、
無
意
味
な
も
の
と
し
て
処
理
す
る

前
に
ま
ず
は
、
そ
の
表
記
が
な
さ
れ
た
意
図
を
読
み
取
れ
る
よ
う
な
訓
み
か
た

を
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
筆
者
は
当
該
箇
所
は
「
シ
バ
ナ
ク
」
と
訓
も
う
と
思
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
当
該
歌
を
改
訓
す
る
と

佐さ
ほ
か
わ
に

保
川
尓　

小し
ば
な
く驟

千ち
ど
り鳥　

夜よ
く
た
ち
て

三
更
而　

尓な
が
こ
ゑ
き
け
ば

音
聞
者　

宿い
ね
か
て
な
く
に

不
難
尓

と
な
る
。
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